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６ 特別会計 

（１）貯木場事業特別会計  ３,１２７万４千円 構成比０.１％ 

（対前年度当初比 △３,２３７万２千円 ５０.９％の減） 

 

（２）渡海船事業特別会計 １億７,６６２万７千円 構成比０.５％ 

（対前年度当初比 ４,９３９万５千円 ３８.8％の増） 

 

（３）住宅新築資金等貸付事業特別会計 １,９２８万６千円 構成比 0.１％ 

（対前年度当初比 △１３６万４千円 ６.６％の減） 

 

（４）平尾墓園事業特別会計 ３,７３１万７千円 構成比 0.１％ 

（対前年度当初比 １,９２２万３千円 １０６.２％の増） 

 

（５）公共下水道事業特別会計 ５６億８３万１千円 構成比１６.９％ 

（対前年度当初比 ３億２,２４４万８千円 ６.１％の増） 

 

（６）工業用地造成事業特別会計 ５億８,４７７万８千円 構成比１.８％ 

（対前年度当初比 △３億６,９２３万６千円 ３８.７％の減） 

 

（７）国民健康保険事業特別会計 １４０億７,５６３万７千円 構成比４２.５％ 

（対前年度当初比 １１億８,４３５万７千円 ９.２％の増） 

 

（８）介護保険事業特別会計 １１１億６６５万７千円 構成比３３.６％ 

（対前年度当初比 ４億３,０１７万３千円 ４.０％の増） 

 

（９）後期高齢者医療事業特別会計 １４億６,３８６万円 構成比４.４％ 

（対前年度当初比 △１億１,９８３万３千円 ７.６％の減） 

 

特別会計合計 ３３０億９,６２６万７千円  

（対前年度当初比   １４億８,１８６万６千円 ４.７％の増） 

 

※老人保健事業特別会計は平成 22 年度末で廃止 

（老人保健事業特別会計 平成２２年度当初予算額 ９２万５千円） 

 


